
Ⅰ　問題と目的
　個別の指導計画は，児童生徒の実態を把握した上で作
成されたものであり，計画（Plan）－実践（Do）－評価

（Check）－改善（Action）のサイクルにおいて，適宜評
価を行い，指導目標や指導内容，指導方法を改善し，よ
り効果的な指導を行う必要がある（文部科学省 , 2018）。
　主体的な学習を実践するには，児童生徒本人が目標を
自分事として捉えることが重要であり，できないこと
をできるようにする目標設定ではなく，児童生徒の「こ
うなりたい」という願いをまず出発点にする必要がある

（特別支援教育総合研究所 , 2021）。
　特別支援学校学習指導要領の「自立活動」では，「障
害による学習上または生活上の困難を主体的に改善・克
服する」ことを目指すと示されており，「自己選択・自
己決定の機会を設けること，自立活動の学習の意味理解
を促す指導内容を取り上げること」などが平成 30 年度
の改訂で示されている（文部科学省 , 2018）。
　井上 ･ 井澤（2016）は，小学校知的障害特別支援学級
を対象に，自立活動の時間割の位置づけの状況について
調査を行った結果，半数以上の学校で自立活動の指導
が時間割に位置づけられていること，コミュニケーショ
ン，人間関係の形成，身体の動きに関する内容が多くの
学校で実施されていたことが明らかになった。自立活動

の時間を位置づける効果について，「個に応じた指導へ
の効果」「コミュニケーション能力の向上」「集団適応力・
社会性の向上」があげられ，課題として，「指導内容の
設定」と「個に応じた指導の実施」の内容があげられて
いた。また，小学校知的障害特別支援学級での自立活動
の教育について，「個に応じた指導」に関する意見が一
番多くあげられていたことから，知的障害特別支援学級
においては，個に応じた指導が重要であり，自立活動の
個別の時間の指導の設定が求められると考えられる。
　個別の指導計画での長期・短期目標は，「〇〇場面で

（具体的な言動）ができる」や「〇〇な状況でも，（具体
的な言動）をする」等，複数ある課題から優先的な課題
をまとめて表現するため，抽象的な表現になりやすい傾
向がある。知的障害児自身にとっては，場面や言動が不
明確であるため理解しにくく，目標達成の基準も曖昧
になってしまう。したがって，設定された目標に対し，
子ども自身が自分事として認識し評価するためには，配
慮すべき点がある。国立特別支援教育総合研究所（2018）
の「第 5 章　小・中学校における個別の指導計画」によ
ると，目標設定のポイントとなる観点を示している。
　知的障害児自身が参画した個別の指導計画に関する
先行研究では，子どもが課題や活動に意欲的に取り組む
ことができ，指導の見直しや指導の実施形態を検討する
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ためには有効であると示されている。
　個別の指導計画の目標を決める手がかりとして，先行
研究ではいくつかの事例がある。小川（2012）は，知的
障害特別支援学級在籍の小学 6 年生と中学 3 年生を対象
に，自身の目標意識を反映させるための手続き・方法と
して，実際的・具体的エピソードとしてイラスト画化し
て提示し，各目標画について子どもに目標として自分
にとっての重み付けを行わせる手続きを実施している。
また，志鎌（2021）は，知的障害特別支援学校高等部３
年生を対象に，子どもが記入する「自立活動の個別の指
導計画（手書き）」を活用し，個別の指導計画の目標立
案から実施，評価を行っている。
　知的障害児の場合，知的発達の程度が様々であるた
め，子どもの認識に合わせて，具体的な目標を決めら
れるような，「児童参画型の個別の指導計画作成ツール」
が必要であると考える。
　本研究では，小学校特別支援学級在籍の児童とその担
任を対象に，個別の指導計画の作成にあたり，「児童参
画型作成ツール」を活用した支援を実践し，そのプロセ
スから効果と改善点等を検討することを目的とした。

Ⅱ　方法
１ ．対象
　対象は，X 市立 Y 小学校特別支援学級（知的障害）
に在籍する 5 年生女児（以下 , 参加児 A）と 3 年生男児

（以下，参加児 B），その担任教師 1 名であった。参加児
は，音声や文字でのコミュニケーションが可能であっ
た。担任教師の質問に対して，自分の思いを話したり，
難しいことは「分からない」と伝えたりすることができ
た。担任教師は，病弱特別支援学級担任の経験はあるが，
知的障害特別支援学級担任は初めてであった。

２ ．期間及び場所
　期間は，20XX 年 4 月～８月であった。実施は，X 市
立 Y 小学校特別支援学級（知的障害）にて行った。研
究期間中は，支援手続きの提案から特別支援学級での実
行に関して，研究実施者が週に 1 回程度訪問した。

3 ．手続き
（１）「児童参画型作成ツール」（研究実施者作成）の概要
　千葉県立特別支援学校流山高等学園（2019）での取り
組みを基に，研究実施者が作成した。千葉県立特別支援
学校流山高等学園では，「作業能力」や「コミュニケー
ション力」，「生活力」や「自己実現力」，「自己調整力」
を育成すべき「資質・能力」として整理し，ルーブリッ
ク評価を作成し，生徒と教師が，目標や評価等において，

「資質・能力」の達成度評価を可能とするため，自立へ
のステージアップ表として活用されていた。
　本研究で活用する「児童参画型作成ツール」は，育成
すべき「資質・能力」をあらかじめ決めておくのではな
く，学校目標や学校の目指す児童像を念頭に，児童と教
師との対話から決定し，個別の指導計画の目標として取

り組んだ。
　3 種類の「児童参画型作成ツール」は A4 用紙に印刷
された。これらは，個別の指導計画を作成する際に，児
童が参画し，児童の思いや願い，考え等を取り入れて作
成する指導ツールであった。児童本人が自身の「なりた
い姿」を捉え，目標や目標へのスモールステップを担任
教師と考え，それらを実際の個別の指導計画を作成する
際に取り入れた。目標達成に向け，毎日「実行」し児童
が自身の学習達成度を「評価」し，週に 1 度担任教師と「改
善」することで，児童が参画した個別の指導計画が「活
用」しやすくなることを意図した。
　個別の指導計画を作成する際に，児童が参画し，学校
目標や学校のめざす児童像を念頭に，児童が「自身のな
りたい姿」として児童の思いや願い，考え等を取り入れ
て作成する指導ツールである。

（２）手続き
　「児童参画型作成ツール」を活用した一連の手続きプ
ロセスを Fig. 1 に示した。

　以下に，（1）から（7）のプロセスについて説明を加
えた。
　（1）参加児・担任教師が「児童参画型作成ツール（1）」
を使用し，学校目標やめざす児童像から，参加児が自身
の「なりたい姿」として捉えた個別の指導計画の短期目
標を設定する。
　（2）参加児・担任教師は，「児童参画型作成ツール（2）」
を使用し，目標に向けてステップアップしながら取り組
むための 5 段階のルーブリック表を作成する。
　（3）毎日，参加児は，目標を意識した行動の振り返り，
自己評価をする。
　（4）担任教師は，参加児の目標に対する行動面や情緒
面の記録をする。
　（5）週に 1 回，参加児・担任教師は，「児童参画型作
成ツール（3）」の振り返りを行う。
　（6）担任教師は，参加児の意思を尊重しながら，適宜
目標の修正や変更を行う。
　（7）参加児・担任教師は，学期末に個別の指導計画の
短期目標の評価を行う。

（3）「自立活動の時間（個別）」の設定
　週に一度，個別の時間を設定し，目標を決めたり（Fig. 
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1 の（1）と（2）），目標に関する日々の実践を振り返っ
たりする時間（Fig. 1 の（5）と（6））とした。

（4）研究実施者の担任教師へのかかわり
　週に一度「自立活動の時間（個別）」の前に，研究実
施者は担任教師と「児童参画型作成ツール」に関する打
ち合わせを毎回行った。目標を決める際や日々の実践を
振り返る際に，担任教師から出た相談事から，支援方法
やかかわり方を一緒に考えた。それ以外は観察と記録に
従事した。

4 ．評価方法
（１）児童と担任教師による目標設定
　「児童参画型作成ツール」の記入内容や担任教師との
対話から児童が目標をどのように考え，捉えているかと
いう観点から分析した。

（２）参加児本人による自己評価
　毎日の目標行動に対する活動を参加児による自己評
価での評価シールの種類を記録した。

（3）児童が参画した目標の妥当性
　日々の実行・自己評価を基に，目標と達成基準の修正
や変更を行うことで目標の妥当性を分析した。

（4）社会的妥当性（アンケート，インタビュー）
　指導終了後，参加児と担任教師を対象に 10 項目の 4
件法で回答するアンケートと，半構造化面接を行った。

（５） 「個別の指導計画の意識に関するチェクリスト」に
よる評価

　指導終了後，海津ら（2005）を参考に作成した「個別
の指導計画の意識に関するチェックリスト」を担任教師
に実施し，個別の指導計画作成に関する意識の変化を分
析した。チェックリストは，『実態把握について』が 9
項目，『目標の設定について』が 8 項目，『指導計画の作
成について』が 10 項目，『指導の展開について』が 11
項目，『総合評価について』が 4 項目であった。担任教
師が個別の指導計画を作成する際，どのような点を意識
しているかを回答するものであり，まだ「していない」，

「したことがない」場合は，「するとしたら」という視点
で回答するよう指示した。
　チェックリストの項目について，「とても意識する」
と回答した場合には 4 点，「わりに意識する」には 3 点，

「あまり意識しない」には 2 点，「ほとんど意識しない」
には 1 点をあて得点化し分析した。

Ⅲ　結果
１ ．事例 １（参加児 A）
　参加児 A の実践について，Table 1 にまとめた。（1）
個別の指導計画の短期目標の設定，（2）目標に向けて，
ルーブリック表の作成，（7）個別の指導計画の短期目標
の評価をそれぞれ 1 日ずつ，（3）目標行動の振り返りを
14 日間，（5）担任教師との振り返りを 2 日間実施した。

（１）児童と担任教師による目標設定
１） 「児童参画型作成ツール（１）」の記入内容と発話（4

月 ２0 日）
　参加児・担任教師が「児童参画型作成ツール（1）」を
使用し，学校目標やめざす児童像から，参加児が自身の

「なりたい姿」として捉えた目標行動を記入することを
目的とした。記入に際しては，担任教師と参加児 A が
対話して進めた。担任教師が文章を読み上げ，参加児の
思いを引き出す質問をし，それに参加児が答えていく形
で進んだ。ワークシートは参加児 A が記入した（Fig2）。
参加児 A は，担任教師が「なりたい姿」や頑張りたい
ことを質問する際，「漢字を頑張りたい」「本をたくさん
読みたい」等の例えを伝えると，「それは先生が決めた
目標でしょ。それは違う。」と自分の意思とは異なると
発言し，目標に対する自己選択・自己決定を表したと言
える。

２） 「児童参画型作成ツール（２）」の記入内容と発話（５
月 １１ 日）

　「児童参画型作成ツール（1）」の中から，優先順位の
高い一つを児童が選択し，目標を「達成するためにど
んなことができるか」を担任教師と共に考え，「なりた
い姿」にステップアップしながら近づいていけるよう，
5 段階のルーブリック表を作成し評価基準を明確に示す
ことを目的とし進めた。
　参加児 A は，前回考えた目標ではなく，運動会に向

Table １　参加児 A の実践の経過Table １ 参加児A の実践の経過 

手続き 日間 日付 

(1)個別の指導計画の短期目標を一緒

に設定する 
１ 

4月20日 

(2)目標に向けて，5 段階のルーブリッ

ク表を一緒に作成する 
１ 5月11日 

(3)毎日，目標行動の振り返りをする 
（運動会に向けての取組週間が設定さ

れ，その時間の行動を振り返ることと

した） 

 
１４ 

5月11日～13日 
5月16日～20日 
5月23日～28日 

(5)週に1回，一緒に振り返りをする ２ 5月17日，25日 

(7)個別の指導計画の短期目標の評価

を一緒に行う 
１ 

6月1日 

 

Fig. 2 参加児A の「児童参画型作成ツール(1)」の記入内容 

週に一度，個別の時間を設定し，目標を決めたり（Fig. 

1 の(1)と(2)），目標に関する日々の実践を振り返った

りする時間（Fig. 1の(5)と(6)）とした。 

(4)研究実施者の担任教師へのかかわり 

週に一度「自立活動の時間(個別)」の前に，研究実施

者は担任教師と「児童参画型作成ツール」に関する打ち

合わせを毎回行った。目標を決める際や日々の実践を振

り返る際に，担任教師から出た相談事から，支援方法や

かかわり方を一緒に考えた。それ以外は観察と記録に従

事した。 

 

４．評価方法 

(1)児童と担任教師による目標設定 

「児童参画型作成ツール」の記入内容や担任教師との

対話から児童が目標をどのように考え，捉えているかと

いう観点から分析した。 

(2)参加児本人による自己評価 

毎日の目標行動に対する活動を参加児による自己評

価での評価シールの種類を記録した。 

(3)児童が参画した目標の妥当性 

日々の実行・自己評価を基に，目標と達成基準の修正

や変更を行うことで目標の妥当性を分析した。 

(4)社会的妥当性(アンケート，インタビュー) 

 指導終了後，参加児と担任教師を対象に10項目の4件

法で回答するアンケートと，半構造化面接を行った。 

(5)「個別の指導計画の意識に関するチェクリスト」によ

る評価 

指導終了後，海津ら(2005)を参考に作成した「個別の

指導計画の意識に関するチェックリスト」を担任教師に

実施し，個別の指導計画作成に関する意識の変化を分析

した。チェックリストは，『実態把握について』が9項

目，『目標の設定について』が8項目，『指導計画の作

成について』が10 項目，『指導の展開について』が11

項目，『総合評価について』が4項目であった。担任教

師が個別の指導計画を作成する際，どのような点を意識

しているかを回答するものであり，まだ「していない」，

「したことがない」場合は，「するとしたら」という視

点で回答するよう指示した。 

チェックリストの項目について，「とても意識する」

と回答した場合には4点，「わりに意識する」には3点，

「あまり意識しない」には2点，「ほとんど意識しない」

には1点をあて得点化し分析した。 

 

ⅢⅢ  結結果果  

１．事例1(参加児A） 

参加児Aの実践について，Table 1にまとめた。(1)個

別の指導計画の短期目標の設定，(2)目標に向けて，ルー

ブリック表の作成，(7)個別の指導計画の短期目標の評価

をそれぞれ1日ずつ，(3)目標行動の振り返りを14日間，

(5)担任教師との振り返りを2日間実施した。 
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Fig. 2　参加児 A の「児童参画型作成ツール（1）」の

記入内容

123小学校特別支援学級での児童参画型作成ツールを活用した個別の指導計画に関する研究



けてソーラン節を覚えたいことを担任教師に伝えた。5
月の連休明けに運動会についての説明があり，日時と出
場種目の発表があった。5 年生は徒競走と玉入れ，ソー
ラン節を行うとのことであり，その中でもソーラン節を
頑張りたい気持ちがあるようだった。担任教師はその発
言を受け，本人の一番頑張りたいことを目標にすること
を認めた。また，前回のワークシートの記入よりも記入
速度が速く，内容も具体的であった。
　個別の指導計画の短期目標は，「学校で，５－１・５
－２のみんなとソーラン節を覚えたい。ソーラン節を運
動会でがんばる」とした。この目標を達成するために
どんなことができるかでは，参加児 A は「練習をする」
と発言し記入した。目標達成に向けてステップアップし
ながら取り組めるよう，5 段階のルーブリック表を作成
した（Fig.3）。

（２）参加児本人による自己評価
　「児童参画型作成ツール（3）」で運動会の参加児 A の
自己評価の結果を Fig. 4 に示した。実行期間までの見通
しが持てることと，行ってきたことの振り返りをしやす
くするため，14 日間を A4 サイズ一枚のワークシートで
示し自己評価をできるようにした。14 日間のうち，レ
ベル１達成が１日，レベル２達成が３日，レベル３達
成が２日，レベル４達成が３日，レベル５達成が３日，
欠席が 2 日であった。
　11 日から 19 日までは，学年の全体練習に参加できず，
担任教師が全体練習に促すが，「まだ全部覚えてない」
や「できない，いやだ」，「場所がわからへん」などと発
言し，全体練習への不安を表した。担任教師は，全体練
習が見える離れた位置や，特別支援学級で練習すること
を提案し実行した。練習を重ねることで毎日練習に取り
組み，難しい動きも自分なりにできてきたと自己評価を
しているが，レベル 5 に関しては，本人が 5 年生全員の
中で行うことと決めていたため，レベル 5 の自己評価
をすることはなかった。23 日から 28 日では，レベル 5
達成の自己評価が 3 日あった。それは，24 日予行練習，
27 日前日練習，28 日当日の 3 日であった。参加児 A は，
特別支援学級での練習や全体練習を離れた位置から見
ていたこと，担任教師が一緒に場所の確認をしたことに

より，不安が少しずつ減り，全体練習に参加することが
でき，レベル 5 達成と自己評価をすることができた。
　目標に対する評価として，6 月 1 日に担任教師と振り
返りを記入した。記入内容は「かぞくでみてもらった
のがうれしいよ。ときょうそうとソーランをがんばっ
たよ。」また，担任教師との対話では「（ソーラン節を）
家族に見てもらえたことが良かった。がんばった。いっ
ぱい褒めてもらえてうれしかった。」と発言した。

（3）児童が参画した目標の妥当性
　事前の担任教師への聞き取りでは，目標は決めること
はできるが，続けることへの課題があることを話して
いた。「児童参画型作成ツール（1）」で，目標の自己選
択・自己決定の意志を表し，「児童参画型作成ツール（2）」
において，「ソーラン節をがんばりたい」という自分の
思いを伝え目標とした。自分で決めた目標に対して 12
日間続けて取り組むことができた。5 月 17 日に行った
自立活動の時間の振り返りでは，担任教師から，全体練
習は難しいなら，離れた場所での練習や特別支援学級で
の練習を提案し，目標に向けての実行を続けることがで
きた。
　今回，取組期間が短かったことや，ルーブリック表
の評価基準が本人にとって理解しやすかったことから，
目標の修正・変更は行っていなかった。目標達成に向け
て適宜担任教師と相談したり，実行する場所や規模を変
更したりすることで参加児 A に合った目標となった。

２ ．事例 ２（参加児 B）
　参加児 B の実践について，Table 2 にまとめた。（1）
個別の指導計画の短期目標の設定を 1 日，（2）目標に向
けて，ルーブリック表の作成を 2 日間，（3）目標行動の
振り返りを 20 日間，（5）担任教師との振り返りを３日間，

（6）目標の修正・変更，（7）個別の指導計画の短期目標
の評価をそれぞれ 1 日ずつ実施した。

（１）児童と担任教師による目標設定
１） 「児童参画型作成ツール（１）」の記入内容と発話（６

月 １７ 日）
　事例１と同様の手続きで行った。記入に際しては，担
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2)「児童参画型作成ツール(2)」の記入内容と発話(5 月

11日) 
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達成の自己評価が3 日あった。それは，24 日予行練習，

27日前日練習，28日当日の3日であった。参加児Aは，

特別支援学級での練習や全体練習を離れた位置から見て

いたこと，担任教師が一緒に場所の確認をしたことによ

り，不安が少しずつ減り，全体練習に参加することがで

き，レベル5達成と自己評価をすることができた。 

 目標に対する評価として，6 月 1 日に担任教師と振り

返りを記入した。記入内容は「かぞくでみてもらったの

がうれしいよ。ときょうそうとソーランをがんばったよ。」

また，担任教師との対話では「（ソーラン節を）家族に

見てもらえたことが良かった。がんばった。いっぱい褒

めてもらえてうれしかった。」と発言した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)児童が参画した目標の妥当性 

 事前の担任教師への聞き取りでは，目標は決めること

はできるが，続けることへの課題があることを話してい

た。「児童参画型作成ツール(1)」で，目標の自己選択・

自己決定の意志を表し，「児童参画型作成ツール(2)」に

おいて，「ソーラン節をがんばりたい」という自分の思

いを伝え目標とした。自分で決めた目標に対して 12 日

間続けて取り組むことができた。5月17日に行った自立

活動の時間の振り返りでは，担任教師から，全体練習は

難しいなら，離れた場所での練習や特別支援学級での練

習を提案し，目標に向けての実行を続けることができた。 

 今回，取組期間が短かったことや，ルーブリック表の
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Fig. 4 参加児A の「児童参画型作成ツール(3)」の記入内容 
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(2)参加児本人による自己評価 
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任教師と参加児 B が対話して進め，担任教師が文章を
読み上げ，参加児の思いを引き出す質問をし，それに参
加児が答えていく形で進んだ。ワークシートは参加児 B
が記入した（Fig.5）。
　参加児 B は，「やりたいことはあるが，本当にやって
よいのか，やり方が分からないからできない」などの
やりたい気持ちと難しさへの不安を表し，自分の思い
を伝えることへの抵抗感が見られたが，担任教師が「一
緒にやってみよう」と声をかけたことで，目標として挙
げることができたと考える。
　参加児 B は，家族や友だちと一緒に工作をしたいの
ではなく，自分が作った作品で家族や友だちを喜ばせ
たい気持ちがあるようだった。担任教師は，家で工作
を進めるのではなく，学校で作ったものを家に持ち帰
り，家族で遊べるようにしたらどうかと提案し，参加児
B は納得してダンボール販売機作りの構想を担任教師に
伝えていた。
　個別の指導計画の短期目標は，「家族・友だちによろ
こんでもらいたい」とした。この目標の達成に向けて，
5 段階のルーブリック表を考える際，担任教師が「いつ
でもできることは？」と質問すると『九九』と記入した。
参加児 B は，「レベルアップするんやな」と発言しながら，
レベル２に『本読み』，レベル３に『わりざん』，レベル
４に『100 までのわりざん』，レベル５に『すごいもの
をつくる名人になりたい』と記入した（Fig.6）。

　毎日の取組状況を児童が自己評価をするため，評価基
準にしたがって，5 色の丸いシールを貼っていくことと
した。
　ルーブリック表の作成後，担任教師より研究実施者に

「最終目標とルーブリック表の内容が合っていないが，
どうしたらよいか」と相談があった。参加児 B にとって，
やりたいことと達成に向けて何をするべきかを考える
ことは困難であることが分かった。後日，本人が作成し
たレベル１～４を【学習】の目標としレベル５を再検討
することと，レベル５を【工作】の目標とし，レベル１
～４を再検討するようにした。

２） 「児童参画型作成ツール（２）」の再検討内容と発話（６
月 ２0 日）

　最終目標とルーブリック表のレベル内容を再検討す
ることを本人に伝え，担任教師から工作のレベルを一
緒に考えようと提案した。工作のレベルを参加児 B が
一人で考えることは困難であったため，担任教師が【い
つでもできること】【まぁまぁできること】【ちょっと頑
張ればできること】【目標まであと一歩】に合わせた選
択肢をいくつか提示し，その中から本人ができることを
考え，レベル１～４を選択し決定した（Table 3 参加児
B のルーブリック表【工作】）。

　学習のルーブリック表のレベル 5 は，すぐに『1000
までのわりざん』と記入した。なぜその内容にしたか
を質問すると，「100 から 1000 になるとレベルが上がる
から。」と答えた。数字の桁数が増えることでレベルが
上がると考えているようだった（Table 4 参加児 B のルー
ブリック表【学習】）。

Table 2 参加児B の実践の経過 
手続き 日間 日付 

(1)個別の指導計画の短期目標を一緒

に設定する 

１ ６月17日 

(2)目標に向けて，5段階のルーブリッ

ク表を一緒に作成する 
２ 6月17日,20日 

(3)毎日，目標行動の振り返りをする 
（特別支援学級での学習時間や休み

時間に設定され，その時間の行動を振

り返ることとした） 

 

20 

6月20日～24日 

6月27日～7月1日 

7月4日～8日 

7月11日～15日 

(5)週に1回，一緒に振り返りをする 3 
6月24日,7月1日 

7月8日 

(6)目標の修正・変更 １ 6月29日 

(7)個別の指導計画の短期目標の評価

を一緒に行う 

１ 7月15日 

評価基準が本人にとって理解しやすかったことから，目

標の修正・変更は行っていなかった。目標達成に向けて

適宜担任教師と相談したり，実行する場所や規模を変更

したりすることで参加児Aに合った目標となった。 

 

２．事例２(参加児B) 

参加児Bの実践について，Table 2にまとめた。(1)個

別の指導計画の短期目標の設定を 1 日，(2)目標に向け

て，ルーブリック表の作成を2日間，(3)目標行動の振り

返りを20日間，(5)担任教師との振り返りを３日間，(6)

目標の修正・変更，(7)個別の指導計画の短期目標の評価

をそれぞれ1日ずつ実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)児童と担任教師による目標設定 

1)「児童参画型作成ツール(1)」の記入内容と発話(6 月

17日) 

事例１と同様の手続きで行った。記入に際しては，担

任教師と参加児Bが対話して進め，担任教師が文章を読

み上げ，参加児の思いを引き出す質問をし，それに参加

児が答えていく形で進んだ。ワークシートは参加児Bが

記入した(Fig.5)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加児Bは，「やりたいことはあるが，本当にやって

よいのか，やり方が分からないからできない」などのや

りたい気持ちと難しさへの不安を表し，自分の思いを伝

えることへの抵抗感が見られたが，担任教師が「一緒に

やってみよう」と声をかけたことで，目標として挙げる

ことができたと考える。 

参加児Bは，家族や友だちと一緒に工作をしたいので

はなく，自分が作った作品で家族や友だちを喜ばせたい

気持ちがあるようだった。担任教師は，家で工作を進め

るのではなく，学校で作ったものを家に持ち帰り，家族

で遊べるようにしたらどうかと提案し，参加児Bは納得

してダンボール販売機作りの構想を担任教師に伝えてい
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 個別の指導計画の短期目標は，「家族・友だちによろ

こんでもらいたい」とした。この目標の達成に向けて，

5 段階のルーブリック表を考える際，担任教師が「いつ

でもできることは？」と質問すると『九九』と記入した。 

参加児Bは，「レベルアップするんやな」と発言しな
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レベル４に『100までのわりざん』，レベル５に『すごい

ものをつくる名人になりたい』と記入した(Fig.6)。 

毎日の取組状況を児童が自己評価をするため，評価基準

にしたがって，5 色の丸いシールを貼っていくこととし

た。 

 ルーブリック表の作成後，担任教師より研究実施者に

「最終目標とルーブリック表の内容が合っていないが，

どうしたらよいか」と相談があった。参加児Bにとって，

やりたいことと達成に向けて何をするべきかを考えるこ

とは困難であることが分かった。後日，本人が作成した

レベル１～４を【学習】の目標としレベル５を再検討す

ることと，レベル５を【工作】の目標とし，レベル１～
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Fig. 5 参加児B の「児童参画型作成ツール(1)」の記入内容 

 

Fig. 6 参加児B の｢児童参画型作成ツール(2)｣の記入内容 

Table 2 参加児B の実践の経過 
手続き 日間 日付 

(1)個別の指導計画の短期目標を一緒
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１ ６月17日 

(2)目標に向けて，5段階のルーブリッ

ク表を一緒に作成する 
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(3)毎日，目標行動の振り返りをする 
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したりすることで参加児Aに合った目標となった。 
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参加児Bは，「やりたいことはあるが，本当にやって

よいのか，やり方が分からないからできない」などのや
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えることへの抵抗感が見られたが，担任教師が「一緒に
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がら，レベル２に『本読み』，レベル３に『わりざん』，

レベル４に『100までのわりざん』，レベル５に『すごい

ものをつくる名人になりたい』と記入した(Fig.6)。 

毎日の取組状況を児童が自己評価をするため，評価基準

にしたがって，5 色の丸いシールを貼っていくこととし

た。 

 ルーブリック表の作成後，担任教師より研究実施者に

「最終目標とルーブリック表の内容が合っていないが，

どうしたらよいか」と相談があった。参加児Bにとって，

やりたいことと達成に向けて何をするべきかを考えるこ

とは困難であることが分かった。後日，本人が作成した

レベル１～４を【学習】の目標としレベル５を再検討す

ることと，レベル５を【工作】の目標とし，レベル１～

４を再検討するようにした。 

 
 

Fig. 5 参加児B の「児童参画型作成ツール(1)」の記入内容 

 

Fig. 6 参加児B の｢児童参画型作成ツール(2)｣の記入内容 

Fig. 5　参加児 B の「児童参画型作成ツール（1）」の
記入内容

Table 2 参加児B の実践の経過 
手続き 日間 日付 

(1)個別の指導計画の短期目標を一緒

に設定する 

１ ６月17日 

(2)目標に向けて，5段階のルーブリッ

ク表を一緒に作成する 
２ 6月17日,20日 

(3)毎日，目標行動の振り返りをする 
（特別支援学級での学習時間や休み

時間に設定され，その時間の行動を振

り返ることとした） 

 

20 

6月20日～24日 

6月27日～7月1日 

7月4日～8日 

7月11日～15日 

(5)週に1回，一緒に振り返りをする 3 
6月24日,7月1日 

7月8日 

(6)目標の修正・変更 １ 6月29日 

(7)個別の指導計画の短期目標の評価

を一緒に行う 

１ 7月15日 

評価基準が本人にとって理解しやすかったことから，目

標の修正・変更は行っていなかった。目標達成に向けて

適宜担任教師と相談したり，実行する場所や規模を変更

したりすることで参加児Aに合った目標となった。 

 

２．事例２(参加児B) 

参加児Bの実践について，Table 2にまとめた。(1)個

別の指導計画の短期目標の設定を 1 日，(2)目標に向け

て，ルーブリック表の作成を2日間，(3)目標行動の振り

返りを20日間，(5)担任教師との振り返りを３日間，(6)

目標の修正・変更，(7)個別の指導計画の短期目標の評価

をそれぞれ1日ずつ実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)児童と担任教師による目標設定 

1)「児童参画型作成ツール(1)」の記入内容と発話(6 月

17日) 

事例１と同様の手続きで行った。記入に際しては，担

任教師と参加児Bが対話して進め，担任教師が文章を読

み上げ，参加児の思いを引き出す質問をし，それに参加

児が答えていく形で進んだ。ワークシートは参加児Bが

記入した(Fig.5)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加児Bは，「やりたいことはあるが，本当にやって

よいのか，やり方が分からないからできない」などのや

りたい気持ちと難しさへの不安を表し，自分の思いを伝

えることへの抵抗感が見られたが，担任教師が「一緒に

やってみよう」と声をかけたことで，目標として挙げる

ことができたと考える。 

参加児Bは，家族や友だちと一緒に工作をしたいので

はなく，自分が作った作品で家族や友だちを喜ばせたい

気持ちがあるようだった。担任教師は，家で工作を進め

るのではなく，学校で作ったものを家に持ち帰り，家族

で遊べるようにしたらどうかと提案し，参加児Bは納得

してダンボール販売機作りの構想を担任教師に伝えてい

た。 

 個別の指導計画の短期目標は，「家族・友だちによろ

こんでもらいたい」とした。この目標の達成に向けて，

5 段階のルーブリック表を考える際，担任教師が「いつ

でもできることは？」と質問すると『九九』と記入した。 

参加児Bは，「レベルアップするんやな」と発言しな

がら，レベル２に『本読み』，レベル３に『わりざん』，

レベル４に『100までのわりざん』，レベル５に『すごい

ものをつくる名人になりたい』と記入した(Fig.6)。 

毎日の取組状況を児童が自己評価をするため，評価基準

にしたがって，5 色の丸いシールを貼っていくこととし

た。 

 ルーブリック表の作成後，担任教師より研究実施者に

「最終目標とルーブリック表の内容が合っていないが，

どうしたらよいか」と相談があった。参加児Bにとって，

やりたいことと達成に向けて何をするべきかを考えるこ

とは困難であることが分かった。後日，本人が作成した

レベル１～４を【学習】の目標としレベル５を再検討す

ることと，レベル５を【工作】の目標とし，レベル１～

４を再検討するようにした。 

 
 

Fig. 5 参加児B の「児童参画型作成ツール(1)」の記入内容 

 

Fig. 6 参加児B の｢児童参画型作成ツール(2)｣の記入内容 Fig. 6　参加児 B の ｢児童参画型作成ツール（2）｣ の
記入内容

Table 2　参加児 B の実践の経過

Table 3 参加児B のルーブリック表【工作】 

レベル 評価シール 評価基準 
５ 金 すごいものをつくる名人になりた

い 
４ 緑 もうちょっとで完成 
３ 黄 ちょっとずつ作る 
２ 赤 材料を集める。S君に聞く 
１ 青 作り方をパソコンで調べる 

Table 4 参加児B のルーブリック表【学習】 

レベル 評価シール 評価基準 
５ 金 1000までのわりざん 
４ 緑 100までのわりざん 
３ 黄 わりざん 
２ 赤 本読み 
１ 青 九九  

※〇は達成したことを表す。✕は「やる気がでない」と自己評価したことを表す。 

Fig. 7 参加児B の自己評価【工作】の結果 

2)「児童参画型作成ツール(2)」の再検討内容と発話(6月

20日) 

 最終目標とルーブリック表のレベル内容を再検討する

ことを本人に伝え，担任教師から工作のレベルを一緒に

考えようと提案した。工作のレベルを参加児Bが一人で

考えることは困難であったため，担任教師が【いつでも

できること】【まぁまぁできること】【ちょっと頑張れ

ばできること】【目標まであと一歩】に合わせた選択肢

をいくつか提示し，その中から本人ができることを考え，

レベル１～４を選択し決定した(Table 3 参加児Bのル

ーブリック表【工作】)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のルーブリック表のレベル5は，すぐに『1000ま

でのわりざん』と記入した。なぜその内容にしたかを質

問すると，「100 から 1000 になるとレベルが上がるか

ら。」と答えた。数字の桁数が増えることでレベルが上

がると考えているようだった(Table 4 参加児Bのルー

ブリック表【学習】)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)参加児本人による自己評価 

1)「児童参画型作成ツール(3)」での自己評価【工作】 

目標達成に向けて，およそ1月間取り組むことや，参

加児 B が理解しやすいように，振り返りシートは A4 サ

イズの用紙に1週間ごとに自己評価ができるものを使用

した。「児童参画型作成ツール(3)」で参加児Bの自己評

価【工作】をFig. 7に示した。 

第1週は，念願だったダンボール販売機作りに着手し，

必要な材料や作り方を調べ，少しずつ作り始めることが

できた。担任教師との振り返りでは，「早く作りたい」

や「カッターを使うのが難しい」など工作への意欲を見

せた。 

第2週では，ダンボール販売機を作るために，隣の学

級のS 君(5 年生)に作り方のアドバイスをもらいに行っ

た際，S 君からのアドバイスは，「以前S 君が作った段

ボール自動販売機があるからそれを使ったらどうか」と

いうものであった。自分が思っていた方法とは異なる方

法を聞き，自分の意見とS君の意見のどちらで進めたら

よいか分からなくなってしまい，「やる気が出ない」と

発言した。担任教師は，「やる気が出ない」と自分の気

持ちを正直に記入したり発言したりすることを賞賛し，

目標を諦めるのではなくどの方法がよいかを一緒に考え

るようにした。 

第3週は，ダンボール販売機作りには，まだ気持ちが

向かない様子が見られたので，参加児Bが視点を変えて

工作に取り組めるよう，壁面装飾作りを担任教師が提案

をし，内容を変更して工作に取り組む機会を設定した。

振り返りでは，「七夕飾りを作った」や「2学期に向けて

（ダンボール販売機について）調べる」と発言し，次に

つなげようとする意識が見られた。 

第4週は，担任教師がペットボトルや牛乳パック，ト

レーなどを用意し，学級活動の一環としてクラス全員で

工作をする機会を設定した。クラスでは，作り方を調べ

たり，アイディアを出したりし，工作に取り組むことが

できた。振り返りでは，「最近，工作（ダンボール販売

機）はやってないけど，他の工作ができて楽しかった」

と発言した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)「児童参画型作成ツール(3)」での自己評価【学習】 

 「児童参画型作成ツール(3)」で参加児 B の自己評価

【学習】をFig. 8に示した。【工作】同様，1週間ごと

に自己評価と振り返りができる用紙を使用した。 

第 1 週は，かけ算の復習と割り算の学習に取り組み，

レベル1が1日，レベル3が3日であった。振り返りで

は，「100までの割り算を頑張りたい」と発言した。 

Table 3　参加児 B のルーブリック表【工作】

125小学校特別支援学級での児童参画型作成ツールを活用した個別の指導計画に関する研究



（２）参加児本人による自己評価
１） 「児童参画型作成ツール（3）」での自己評価【工作】
　目標達成に向けて，およそ 1 月間取り組むことや，参
加児 B が理解しやすいように，振り返りシートは A4 サ
イズの用紙に 1 週間ごとに自己評価ができるものを使用
した。「児童参画型作成ツール（3）」で参加児 B の自己
評価【工作】を Fig. 7 に示した。
　第 1 週は，念願だったダンボール販売機作りに着手し，
必要な材料や作り方を調べ，少しずつ作り始めること
ができた。担任教師との振り返りでは，「早く作りたい」
や「カッターを使うのが難しい」など工作への意欲を見
せた。
　第 2 週では，ダンボール販売機を作るために，隣の学
級の S 君（5 年生）に作り方のアドバイスをもらいに行っ
た際，S 君からのアドバイスは，「以前 S 君が作った段
ボール自動販売機があるからそれを使ったらどうか」と
いうものであった。自分が思っていた方法とは異なる
方法を聞き，自分の意見と S 君の意見のどちらで進め
たらよいか分からなくなってしまい，「やる気が出ない」
と発言した。担任教師は，「やる気が出ない」と自分の
気持ちを正直に記入したり発言したりすることを賞賛
し，目標を諦めるのではなくどの方法がよいかを一緒に
考えるようにした。
　第 3 週は，ダンボール販売機作りには，まだ気持ちが
向かない様子が見られたので，参加児 B が視点を変え
て工作に取り組めるよう，壁面装飾作りを担任教師が提
案をし，内容を変更して工作に取り組む機会を設定し
た。振り返りでは，「七夕飾りを作った」や「2 学期に
向けて（ダンボール販売機について）調べる」と発言し，
次につなげようとする意識が見られた。
　第 4 週は，担任教師がペットボトルや牛乳パック，ト
レーなどを用意し，学級活動の一環としてクラス全員で

工作をする機会を設定した。クラスでは，作り方を調べ
たり，アイディアを出したりし，工作に取り組むことが
できた。振り返りでは，「最近，工作（ダンボール販売
機）はやってないけど，他の工作ができて楽しかった」
と発言した。
２）「児童参画型作成ツール（3）」での自己評価【学習】
　「児童参画型作成ツール（3）」で参加児 B の自己評価

【学習】を Fig. 8 に示した。【工作】同様，1 週間ごとに
自己評価と振り返りができる用紙を使用した。
　第 1 週は，かけ算の復習と割り算の学習に取り組み，
レベル1が1日，レベル3が3日であった。振り返りでは，

「100 までの割り算を頑張りたい」と発言した。
　第 2 週は，割り算の学習に取り組んでいるが，レベル
4 になることはなかった。レベル 4 と 5 の内容が適切で
はないと担任教師から研究実施者に相談があった。割り
算の学習内容は，一桁の割り算から始まり，次は答えが
10 を越える割り算であった。担任教師と研究実施者で
話し合い，担任教師は算数の教科書を参加児 B に提示し，
これからの学習内容を一緒に確認した。レベル 4 の「100
までの割り算」ではなく，「答えが 10 を越える割り算」
にすることを提案し，本人も納得してレベル 4 の修正を
行った。また，レベル 5 に関しても，「1000 までの割り
算」ではなく，「レベル１～４ができた」とした（6 月
29 日）。ルーブリック表のレベルを修正したことにより，
レベル 4 を達成したと自己評価をする日があった。
　第 3 週は，引き続き割り算の学習に取り組んだが，学
習内容の難しさから進まない様子が見られた。振り返
りでは「10 を越える割り算が難しい」と発言している。
担任教師は，難しい内容でもあきらめずにこつこつ続け
ていることを賞賛していた。
　第 4 週は，答えが 10 を越える割り算への苦手意識が
強くなり，一桁の割り算の学習に取り組む様子が見られ
た。振り返りでは，「割り算は，だんだん九九をつかえ
ば簡単だと思って，できるようになってうれしい」と
発言した。レベル５が達成される日は一度もなかった。
しかし，取組を通して，割り算と九九の関係性を理解し
たようだった。

Table 3 参加児B のルーブリック表【工作】 

レベル 評価シール 評価基準 
５ 金 すごいものをつくる名人になりた

い 
４ 緑 もうちょっとで完成 
３ 黄 ちょっとずつ作る 
２ 赤 材料を集める。S君に聞く 
１ 青 作り方をパソコンで調べる 

Table 4 参加児B のルーブリック表【学習】 

レベル 評価シール 評価基準 
５ 金 1000までのわりざん 
４ 緑 100までのわりざん 
３ 黄 わりざん 
２ 赤 本読み 
１ 青 九九  

※〇は達成したことを表す。✕は「やる気がでない」と自己評価したことを表す。 

Fig. 7 参加児B の自己評価【工作】の結果 

2)「児童参画型作成ツール(2)」の再検討内容と発話(6月

20日) 

 最終目標とルーブリック表のレベル内容を再検討する

ことを本人に伝え，担任教師から工作のレベルを一緒に

考えようと提案した。工作のレベルを参加児Bが一人で

考えることは困難であったため，担任教師が【いつでも

できること】【まぁまぁできること】【ちょっと頑張れ

ばできること】【目標まであと一歩】に合わせた選択肢

をいくつか提示し，その中から本人ができることを考え，

レベル１～４を選択し決定した(Table 3 参加児Bのル

ーブリック表【工作】)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のルーブリック表のレベル5は，すぐに『1000ま

でのわりざん』と記入した。なぜその内容にしたかを質

問すると，「100 から 1000 になるとレベルが上がるか

ら。」と答えた。数字の桁数が増えることでレベルが上

がると考えているようだった(Table 4 参加児Bのルー

ブリック表【学習】)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)参加児本人による自己評価 

1)「児童参画型作成ツール(3)」での自己評価【工作】 

目標達成に向けて，およそ1月間取り組むことや，参

加児 B が理解しやすいように，振り返りシートは A4 サ

イズの用紙に1週間ごとに自己評価ができるものを使用

した。「児童参画型作成ツール(3)」で参加児Bの自己評

価【工作】をFig. 7に示した。 

第1週は，念願だったダンボール販売機作りに着手し，

必要な材料や作り方を調べ，少しずつ作り始めることが

できた。担任教師との振り返りでは，「早く作りたい」

や「カッターを使うのが難しい」など工作への意欲を見

せた。 

第2週では，ダンボール販売機を作るために，隣の学

級のS 君(5 年生)に作り方のアドバイスをもらいに行っ

た際，S 君からのアドバイスは，「以前S 君が作った段

ボール自動販売機があるからそれを使ったらどうか」と

いうものであった。自分が思っていた方法とは異なる方

法を聞き，自分の意見とS君の意見のどちらで進めたら

よいか分からなくなってしまい，「やる気が出ない」と

発言した。担任教師は，「やる気が出ない」と自分の気

持ちを正直に記入したり発言したりすることを賞賛し，

目標を諦めるのではなくどの方法がよいかを一緒に考え

るようにした。 

第3週は，ダンボール販売機作りには，まだ気持ちが

向かない様子が見られたので，参加児Bが視点を変えて

工作に取り組めるよう，壁面装飾作りを担任教師が提案

をし，内容を変更して工作に取り組む機会を設定した。

振り返りでは，「七夕飾りを作った」や「2学期に向けて

（ダンボール販売機について）調べる」と発言し，次に

つなげようとする意識が見られた。 

第4週は，担任教師がペットボトルや牛乳パック，ト

レーなどを用意し，学級活動の一環としてクラス全員で

工作をする機会を設定した。クラスでは，作り方を調べ

たり，アイディアを出したりし，工作に取り組むことが

できた。振り返りでは，「最近，工作（ダンボール販売

機）はやってないけど，他の工作ができて楽しかった」

と発言した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)「児童参画型作成ツール(3)」での自己評価【学習】 

 「児童参画型作成ツール(3)」で参加児 B の自己評価

【学習】をFig. 8に示した。【工作】同様，1週間ごと

に自己評価と振り返りができる用紙を使用した。 

第 1 週は，かけ算の復習と割り算の学習に取り組み，

レベル1が1日，レベル3が3日であった。振り返りで

は，「100までの割り算を頑張りたい」と発言した。 

 
※〇は達成したことを表す。 

Fig. 8 参加児B の自己評価【学習】の結果 

第2週は，割り算の学習に取り組んでいるが，レベル

4になることはなかった。レベル4と5の内容が適切で

はないと担任教師から研究実施者に相談があった。割り

算の学習内容は，一桁の割り算から始まり，次は答えが

10を越える割り算であった。担任教師と研究実施者で話

し合い，担任教師は算数の教科書を参加児Bに提示し，

これからの学習内容を一緒に確認した。レベル4の「100

までの割り算」ではなく，「答えが10を越える割り算」

にすることを提案し，本人も納得してレベル4の修正を

行った。また，レベル5に関しても，「1000までの割り

算」ではなく，「レベル１～４ができた」とした(6月29

日)。ルーブリック表のレベルを修正したことにより，レ

ベル4を達成したと自己評価をする日があった。 

第3週は，引き続き割り算の学習に取り組んだが，学

習内容の難しさから進まない様子が見られた。振り返り

では「10を越える割り算が難しい」と発言している。担

任教師は，難しい内容でもあきらめずにこつこつ続けて

いることを賞賛していた。 

第 4 週は，答えが 10 を越える割り算への苦手意識が

強くなり，一桁の割り算の学習に取り組む様子が見られ

た。振り返りでは，「割り算は，だんだん九九をつかえ

ば簡単だと思って，できるようになってうれしい」と発

言した。レベル５が達成される日は一度もなかった。し

かし，取組を通して，割り算と九九の関係性を理解した

ようだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)児童が参画した目標の妥当性 

 事前の担任教師への聞き取りでは，できないことや間

違えることに対して苦手意識があり，自分の意見を伝え

ることは少ないとのことであった。「児童参画型作成ツ

ール(1)」で，目標として取り組みたい気持ちと実際にで

きるかの不安を表し，「児童参画型作成ツール(2)」にお

いて，「工作をしたい」「家族，友だちによろこんでも

らいたい」という自分の思いを伝え，目標とした。 

【工作】では，目標やルーブリック表の修正・変更は

行わなかったが，参加児のやりたい気持ちとできない気

持ちを担任教師が読み取り，無理に続けなかったり，別

の工作内容を提示したりすることで，少しずつ行えるよ

うになり，次回への意欲を発言することができた。 

【学習】では，割り算の学習内容とルーブリック表の

レベルが不一致だったため，レベル4と5の修正を行っ

た。目標を決める際は，100や1000など数字の位が増え

ることでレベルアップしていると考えていたが，実際に

やってみてレベルが上がらないことに気づくことができ

た。ルーブリック表の内容を修正したことでレベル4を

達成したと自己評価をすることができ，参加児Bに合っ

た目標となった。 

 

３．社会的妥当性 

(1)社会的妥当性(アンケート，インタビュー) 

指導終了後，参加児と担任教師を対象に半構造化面接

を実施た。参加児Aは，大変だったことやしんどかった

こと，日々の振り返り方法に対して「大変ではない」と

回答した。2 学期に行いたいことを質問すると，4 月20

日に記入した「クラスのみんなと仲良くしたい」という

目標をあげた。5 月に運動会があり，今回はソーラン節

について，目標として取り組んだが，参加児Aには，「ク

ラスのみんなと仲良くしたい」という思いが常にあるこ

とが分かった。また，「ミシンで何か作ってみたい」と

も発言した。これは参加児Bが工作の内容で取り組んで

いる様子を見て，自分も制作物に取り組んでみたかった

からではないかと考える。この取組で嬉しかったことを

質問すると，「運動会当日に母親と祖母に見てもらえた

こと」と発言した。運動会で頑張る姿を見て欲しい気持

ちが強く，「がんばったね」と褒めてもらえることが参

加児Aの意欲につながっていたと言える。 

 参加児Bは，大変だったことやしんどかったことに対

して，「家族に体調不良があり，自分も欠席しなければ

ならなかったから，取り組めないことがあった」と発言

していた。日々の振り返り方法についても「大変じゃな

い。楽しい。」と発言した。2学期に行いたいことを聞く

と，「工作ができなかったから，2学期やれたらいいな」

と答えた。工作への思いが強くあり，もう一度挑戦した

いという思いを聞くことができた。また，この取組で嬉

しかったことを質問すると，「Ｓ君に（工作の）アドバ

イスをもらったことがうれしかった」と発言した。アン

ケートの質問項目９「なりたい自分に近づきましたか」

で評定１「全く思わない」を選んだことについて質問す

ると，「自分の思う『なりたい姿』にはなっていないか

ら。すごいものを作りたかった。」と発言した。 

目標を立てる際の理想と，それができなかった現実との

差について自己評価をしていた。 

担任教師に，「児童参画型作成ツール」を用いた方法

Fig. 7　参加児 B の自己評価【工作】の結果

Fig. 8　参加児 B の自己評価【学習】の結果

Table 3 参加児B のルーブリック表【工作】 

レベル 評価シール 評価基準 
５ 金 すごいものをつくる名人になりた

い 
４ 緑 もうちょっとで完成 
３ 黄 ちょっとずつ作る 
２ 赤 材料を集める。S君に聞く 
１ 青 作り方をパソコンで調べる 

Table 4 参加児B のルーブリック表【学習】 

レベル 評価シール 評価基準 
５ 金 1000までのわりざん 
４ 緑 100までのわりざん 
３ 黄 わりざん 
２ 赤 本読み 
１ 青 九九  

※〇は達成したことを表す。✕は「やる気がでない」と自己評価したことを表す。 

Fig. 7 参加児B の自己評価【工作】の結果 

2)「児童参画型作成ツール(2)」の再検討内容と発話(6月

20日) 

 最終目標とルーブリック表のレベル内容を再検討する

ことを本人に伝え，担任教師から工作のレベルを一緒に

考えようと提案した。工作のレベルを参加児Bが一人で

考えることは困難であったため，担任教師が【いつでも

できること】【まぁまぁできること】【ちょっと頑張れ

ばできること】【目標まであと一歩】に合わせた選択肢

をいくつか提示し，その中から本人ができることを考え，

レベル１～４を選択し決定した(Table 3 参加児Bのル

ーブリック表【工作】)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のルーブリック表のレベル5は，すぐに『1000ま

でのわりざん』と記入した。なぜその内容にしたかを質

問すると，「100 から 1000 になるとレベルが上がるか

ら。」と答えた。数字の桁数が増えることでレベルが上

がると考えているようだった(Table 4 参加児Bのルー

ブリック表【学習】)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)参加児本人による自己評価 

1)「児童参画型作成ツール(3)」での自己評価【工作】 

目標達成に向けて，およそ1月間取り組むことや，参

加児 B が理解しやすいように，振り返りシートは A4 サ

イズの用紙に1週間ごとに自己評価ができるものを使用

した。「児童参画型作成ツール(3)」で参加児Bの自己評

価【工作】をFig. 7に示した。 

第1週は，念願だったダンボール販売機作りに着手し，

必要な材料や作り方を調べ，少しずつ作り始めることが

できた。担任教師との振り返りでは，「早く作りたい」

や「カッターを使うのが難しい」など工作への意欲を見

せた。 

第2週では，ダンボール販売機を作るために，隣の学

級のS 君(5 年生)に作り方のアドバイスをもらいに行っ

た際，S 君からのアドバイスは，「以前S 君が作った段

ボール自動販売機があるからそれを使ったらどうか」と

いうものであった。自分が思っていた方法とは異なる方

法を聞き，自分の意見とS君の意見のどちらで進めたら

よいか分からなくなってしまい，「やる気が出ない」と

発言した。担任教師は，「やる気が出ない」と自分の気

持ちを正直に記入したり発言したりすることを賞賛し，

目標を諦めるのではなくどの方法がよいかを一緒に考え

るようにした。 

第3週は，ダンボール販売機作りには，まだ気持ちが

向かない様子が見られたので，参加児Bが視点を変えて

工作に取り組めるよう，壁面装飾作りを担任教師が提案

をし，内容を変更して工作に取り組む機会を設定した。

振り返りでは，「七夕飾りを作った」や「2学期に向けて

（ダンボール販売機について）調べる」と発言し，次に

つなげようとする意識が見られた。 

第4週は，担任教師がペットボトルや牛乳パック，ト

レーなどを用意し，学級活動の一環としてクラス全員で

工作をする機会を設定した。クラスでは，作り方を調べ

たり，アイディアを出したりし，工作に取り組むことが

できた。振り返りでは，「最近，工作（ダンボール販売

機）はやってないけど，他の工作ができて楽しかった」

と発言した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)「児童参画型作成ツール(3)」での自己評価【学習】 

 「児童参画型作成ツール(3)」で参加児 B の自己評価

【学習】をFig. 8に示した。【工作】同様，1週間ごと

に自己評価と振り返りができる用紙を使用した。 

第 1 週は，かけ算の復習と割り算の学習に取り組み，

レベル1が1日，レベル3が3日であった。振り返りで

は，「100までの割り算を頑張りたい」と発言した。 

Table 4　参加児 B のルーブリック表【学習】
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（3）児童が参画した目標の妥当性
　事前の担任教師への聞き取りでは，できないことや間
違えることに対して苦手意識があり，自分の意見を伝
えることは少ないとのことであった。「児童参画型作成
ツール（1）」で，目標として取り組みたい気持ちと実際
にできるかの不安を表し，「児童参画型作成ツール（2）」
において，「工作をしたい」「家族，友だちによろこんで
もらいたい」という自分の思いを伝え，目標とした。
　【工作】では，目標やルーブリック表の修正・変更は
行わなかったが，参加児のやりたい気持ちとできない
気持ちを担任教師が読み取り，無理に続けなかったり，
別の工作内容を提示したりすることで，少しずつ行える
ようになり，次回への意欲を発言することができた。
　【学習】では，割り算の学習内容とルーブリック表の
レベルが不一致だったため，レベル 4 と 5 の修正を行っ
た。目標を決める際は，100 や 1000 など数字の位が増
えることでレベルアップしていると考えていたが，実際
にやってみてレベルが上がらないことに気づくことが
できた。ルーブリック表の内容を修正したことでレベル
4 を達成したと自己評価をすることができ，参加児 B に
合った目標となった。

3 ．社会的妥当性
（１）社会的妥当性（アンケート，インタビュー）
　指導終了後，参加児と担任教師を対象に半構造化面
接を実施た。参加児 A は，大変だったことやしんどかっ
たこと，日々の振り返り方法に対して「大変ではない」
と回答した。2 学期に行いたいことを質問すると，4 月
20 日に記入した「クラスのみんなと仲良くしたい」と
いう目標をあげた。5 月に運動会があり，今回はソーラ
ン節について，目標として取り組んだが，参加児 A には，

「クラスのみんなと仲良くしたい」という思いが常にあ
ることが分かった。また，「ミシンで何か作ってみたい」
とも発言した。これは参加児 B が工作の内容で取り組
んでいる様子を見て，自分も制作物に取り組んでみた
かったからではないかと考える。この取組で嬉しかった
ことを質問すると，「運動会当日に母親と祖母に見ても
らえたこと」と発言した。運動会で頑張る姿を見て欲し
い気持ちが強く，「がんばったね」と褒めてもらえるこ
とが参加児 A の意欲につながっていたと言える。
　参加児 B は，大変だったことやしんどかったことに
対して，「家族に体調不良があり，自分も欠席しなけれ
ばならなかったから，取り組めないことがあった」と発
言していた。日々の振り返り方法についても「大変じゃ
ない。楽しい。」と発言した。2 学期に行いたいことを
聞くと，「工作ができなかったから，2 学期やれたらい
いな」と答えた。工作への思いが強くあり，もう一度挑
戦したいという思いを聞くことができた。また，この
取組で嬉しかったことを質問すると，「Ｓ君に（工作の）
アドバイスをもらったことがうれしかった」と発言し
た。アンケートの質問項目９「なりたい自分に近づきま
したか」で評定１「全く思わない」を選んだことについ

て質問すると，「自分の思う『なりたい姿』にはなって
いないから。すごいものを作りたかった。」と発言した。
目標を立てる際の理想と，それができなかった現実との
差について自己評価をしていた。
　担任教師に，「児童参画型作成ツール」を用いた方法
や手続きに関して質問すると，ワークシートの色合いや
記入のしやすさの工夫点の良さと，シールを使って子ど
もが自分で振り返りができることが有効であると発言
した。また，参加児 B が【工作】の中で意欲が低減し
そうになった際に，すぐに対応できたら良かったと自身
の支援方法についても振り返る様子が見られた。目標を
決めたり，振り返りを行ったりすることへの負担感で
は，シールを貼ることへの負担感はないが，時間割の都
合上，振り返りの時間が取れず，翌日に行うことがあっ
たとのことで，「振り返りの内容が曖昧になってしまう
ことがあった」と発言していた。「目標を決める→実践
する→振り返る」の流れはイメージしているが，実際に
は実践してもその日に振り返ることへの難しさが見ら
れた。個別の指導計画に子どもが参画することについて
は，「（参画することは）大きい」と発言した。教師が一
方的に決めるのではなく，子どもと一緒に本人の願いを
聞きながら目標を立てることの重要性が分かったと言
える。
　一方で，子どもと一緒に作成することへの困難さにつ
いて質問すると，子どもの思いと教師の思いをどの程度
合わせていくかや，子ども自身が曖昧な目標を出したと
きに，どの程度の助言をしたらよいかという点で悩んだ
とのことであった。児童と担任教師との対話から目標
設定や振り返りを行うため，児童の思いや発言だけで
は成立しないこともあった。また，曖昧さが出てしまっ
たときの修正方法や助言の仕方が求められることが分
かった。

（２） 「個別の指導計画の意識に関するチェックリスト」
による評価

　指導終了後，担任教師を対象に「個別の指導計画に関
するチェックリスト」を実施した結果から，「指導計画
の作成について」は，10項目で18点，平均値は1.8であり，
5 項目の中で意識が最も低い結果となった。これは，海
津ら（2005）の結果から，「評価（〇×）できるような
目標になっているか」や「子どもの強い力を利用できて
いるか」では，指導歴の長短に関わらず，意識の向きに
くさがみられたと述べており，本回答と一致した。

Ⅳ　考察
１  ．個別の指導計画に対する「児童参画型作成ツール」

の効果
　個別の指導計画の作成に児童が参画し，本人の思いや
願い，考え等から目標設定するための手段として，「児
童参画型作成ツール」を作成し活用することによる効果
を検証した。小学校知的障害特別支援学級に在籍する児
童２名（５年生，３年生）に実施し，その方法の有効
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性や個別の指導計画への児童の参画について検討した。
知的障害児が目標や課題を意識して考えられるように
するうえで本研究において以下の３点を重視した。

（１）「児童参画型作成ツール」の活用
　個別の指導計画に知的障害児が参画するにあたり，児
童の思いや願い，考え等を取り入れて作成できるよう，
指導ツールを活用し実践した。小川（2012）は，子ども
自身を個別の指導計画の場に参加させることについて
は，子どもの発達状況からも難しいという予想と，参加
して子どもがどの程度そのような場で発言できるか予
想がつかないと述べている。そのため，「児童参画型作
成ツール（1）」では，学校目標や学校のめざす児童像を
念頭に，児童が自身の「なりたい姿」を考え明確にする
ために作成され，「知」「徳」「体」の三観点からなり，「ど
こで」「だれと」「どうなりたい，なにをしたい」かを自
身の「なりたい姿」として記入できるようにした。児童
生徒の「こうなりたい」という願いをまず出発点にする
必要がある（国立特別支援教育総合研究所 , 2021）こと
から，個別の指導計画の短期目標を自身の「なりたい姿」
として表現できるようにした。さらにイメージしやすい
ようなイラストを用いて示したり，担任教師による具
体例を出した対話を行ったりしながら説明することで，
子どもにとっても理解しやすいものであることが 2 事例
を通して示唆された。
　「児童参画型作成ツール（2）」では，「児童参画型作成
ツール（1）」の中から，優先順位の高い一つを選択し，
目標を「達成するためにどんなことができるか」を担任
教師と共に考え，「なりたい姿」にステップアップしな
がら近づいていけるよう，5 段階のルーブリック表を作
成し評価基準を明確に示すものであった。児童と作成
した指導計画の目標と日々の実践記録をシートに示す
ことで，目標行動を確認し，実践をもとに自己評価とし
て振り返り，適宜修正や変更をしていくことで，ステッ
プアップしながら目標に向けて取り組む指標となった
と言える。
　文部科学省 (2018) の特別支援学校学習指導要領総則
編では，児童生徒の興味・関心を生かすことは，児童生
徒の学習意欲を喚起するうえで有効であり，また，それ
は自主的，自発的な学習を促すことにつながると考えら
れるからであると示されており，児童生徒自身が活動し
やすいように環境や状況に対する判断や調整をする力
を育むことが重要であることから，「個々の児童又は生
徒に対し，自己選択及び自己決定する機会を設けること
によって，思考したり，判断したりすることができるよ
うな指導内容を取り上げること。」も新たに示されてい
る。このことから，知的障害のある児童生徒にとって，
目標を選択・決定することは，自主性・主体性を育む
うえで重要であり，本研究で実施した「児童参画型作成
ツール」を活用した目標設定は意義があると考える。
　「児童参画型作成ツール（3）」では，「児童参画型作成
ツール（2）」で作成したルーブリック表の項目内容と，

児童が日々実行・自己評価ができるシートである。ルー
ブリック表のどの段階を達成したかが分かるよう，5 色
の丸いシールを使用し，自己評価をした。また，週に1度，
記述での振り返りと担任教師との振り返りを設定し，目
標が適切かどうかを検討し，修正や変更ができるもので
あった。小川（2012）は，個別の指導計画諸目標に関
する二種のイラスト画（目標達成上状態，未達成状態）
を対提示し，自分がどの状態に近いかについて自己評価
をさせた結果，半数の目標関連エピソードにおいて，現
在の状態とは必ずしも適合しない，望ましいと他者から
も評価される目標に対応する画を選択していた。このよ
うな結果を導いた要因の一つとして，用いた対提示画・
ストーリーの「できている－いない」状態の対比の顕著
性が示唆された。そのため，本研究では，5 段階のルー
ブリック表で示し，レベル１を【いつでもできること】
とした。その日の都合や気持ちの変化があっても変わら
ずにできる内容をレベル 1 に設定することにより，「で
きた―できなかった」の自己評価にならないよう意図し
た。そうしたことから，目標に対する具体的な行動や思
いについて自己評価が可能となったと言える。
　文部科学省 (2018) の特別支援学校学習指導要領総則
編では，「自立活動の学習に取り組む自分について振り
返る機会を適宜設定して，がんばっている自分を確認し
たり，過去と比較して成長していることを実感できるよ
うにしたりすることが考えられる」と示されており，本
研究において，児童が自身の行動を振り返り，自己評価
ができたのは， 5 段階のルーブリック表が児童にとって
イメージしやすい具体的な行動として理解しやすかっ
たことや，シールを貼ったり，担任教師との振り返りを
したりする中で，目標達成に向けて頑張っている自分を
確認できたからだと考えられる。

（２）自立活動（個別）の時間の設定
　特別支援学校学習指導要領では，「障害による学習上
または生活上の困難を主体的に改善・克服する」ことを
目指すと示されており，「自己理解・自己決定の機会を
設けること，自立活動の学習の意味理解を促す指導内容
を取り上げること」などが改訂で示されている（文部科
学省 , 2018）。自立活動（個別）の時間を設定し，週に一度，
参加児と担任教師が一対一でやりとりができる個別の
時間とすることで，目標を決めたり，目標に関する日々
の実践を振り返ったりする時間を確保することができ
た。児童と担任教師が一対一でやり取りすることで，子
どもの思いや願い，考えを引き出したり，目標に対する
行動の振り返りや修正・変更を適宜行ったりすることが
できると考える。Fig. 1「児童参画型作成ツール」を活
用したプロセスで示しているように，目標を決め実践
し，振り返りの中で改善することを「児童参画型作成
ツール」を用いることで，日常的に個別の指導計画を活
用することが可能となると言える。
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（3）個別の指導計画の活用
　本研究の対象となった小学校特別支援学級（知的障
害）において，個別の指導計画の作成率は 100% であっ
た。作成方法は，前年度の担任教師が作成し，新年度に
引き継ぎをしていた。個別の指導計画には個人情報も記
載されているため，漏洩防止の観点から，耐火金庫での
保管がされていた。そのため，児童の個別の指導計画の
目標や指導計画をいつでも確認することは難しいこと
が分かった。しかし，個別の指導計画を作成することに
より，担任教師は，児童一人一人への支援を意識し，明
確化することで，児童が参画し目標や課題を自身の「な
りたい姿」として見つめ，担任教師と共有し実践してい
くことは，個別の指導計画の目標や指導計画を日常的に

「活用」していくことに効果があると言える。

２ ．今後の課題
　本研究の取組と検証は，本稿Ⅱの（3）で示した手続
きプロセスをもとに，個別の指導計画の作成に児童が参
画する取組を 2 事例行った。すなわち，特定の児童に対
する目標の設定と実践であったと言える。また，児童
が参画したものは，個別の指導計画の短期目標であり，
本来の個別の指導計画は，児童の長期的な目標達成に向
けた，現在の必要な目標として設定されるものである。
学校目標や学校のめざす児童像を念頭に目標を考えら
れるようにしたが，実際には，数週間や一月間など短期
間の目標設定になりがちである。これは，一年後や三年
後という時間軸において，自身の姿をイメージすること
が難しいことや，目の前のことや興味関心のあることに
向き合いやすいことも理由としてあげられるだろう。そ
こで，短期から中期，長期へといかに段階的に目標を設
定し，実現していくかが求められると考える。文部科学
省（2018）では，個々の児童生徒本人に可能な手段でコ
ミュニケーションを図り，本人の思いや願い，将来に向
けた希望などに耳を傾けながら，長期的な視点に立って
指導に当たることの重要性が述べられている。子どもの
示す実態や課題は様々であり，教材やアプローチ方法も
個別化が高いことが考えられるため，児童と教師が対話
しながら一緒に考えた目標や達成基準であったも，立て
た目標が実際の学習場面に沿わないことも考えられる。
そのため，立てた目標を実践する中で，より児童生徒の
実態に合った目標や達成基準に擦り合わせていくこと
が必要である。担任教師が児童の実践や自己評価から，
目標や達成基準を継続するか，修正や変更をしていくか
を提案し，「なりたい姿」に向けて，よりよい学びにつ
なげられる力が求められると考える。
　今後は，個々の実態に即して教材や手立てを工夫しな
がら，個別の指導計画に児童生徒本人が参画できるよう
な学びの場づくりが期待される。
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